
り
ゅ
う
せ
ん

じ

ま
ち

茎
尿
。
垂嘔
泉
寺
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
台
東
区
竜
泉
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
台
東
区
文
化
財
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
俣
　
悟

５
　
遺
跡
の
種
類
　
大
名
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

竜
泉
寺
町
遺
跡
は
台
東
区
の
中
央
、
武
蔵
野
台
地
東
端
上
野
台
と
隅
田
川
の

中
間
に
位
置
し
、
東
京
低
地
西
側
に
立
地
す
る
。
当
地
周
辺
は
近
世
以
前
は
千

東
池
な
ど
の
湿
地
が
広
が
っ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
中
世
末

頃
か
ら
近
世
初
め
頃
ま
で
に
は

水
田
化
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

あ
り
、
そ
の
後
整
地
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
当
地
は
嘉
永
六
年

盆

八
≡

一一）
尾
張
板

「今
戸

箕
輪
浅
草
絵
図
」
な
ど
か
ら
江

戸
時
代
中
頃
以
降
は
美
濃
大
垣

藩
戸
田
家
下
屋
敷
と
判
断
さ
れ
、
調
査
地
は
主
に
そ
の
庭
園
部
分
に
あ
た
る
。

屋
敷
地
の
北
隣
に
は
、
町
名
の
由
来
に
な
っ
た
竜
泉
寺
が
所
在
す
る
。

今
回
の
調
査
は
、
共
同
住
宅
建
設
に
伴
う
調
査
で
あ
る
。
主
要
な
遺
構
確
認

面
が
三
面
あ
り
、
検
出
遺
構
は
池

。
井
戸

・
溝

・
土
坑
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
最

下
層
に
は
牡
蛎
殻
の
堆
積
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
池

。
井
戸

・
土
坑
な
ど
は

屋
敷
地
に
関
連
す
る
遺
構
と
推
測
さ
れ
、
ほ
ぼ

一
人
世
紀
以
降
に
属
す
る
。
ま

た
調
査
地
北
よ
り
で
検
出
さ
れ
た

一
七
世
紀
中
葉
の
溝
に
は
、
人
骨
と
漆
器
椀

が
散
乱
し
て
お
り
、
漆
器
椀
を
副
葬
し
た
墓
を
破
壊
し
た
跡
と
思
わ
れ
、
当
地

に
は
屋
敷
以
前
に
墓
所
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

出
土
遺
物
に
は
漆
器
椀

・
箸
な
ど
の
木
製
品
の
ほ
か
、
多
く
の
近
世
陶
磁

器

・
動
植
物
遺
存
体
な
ど
が
あ
る
。
池
跡
か
ら
は
亀
の
甲
羅
も
出
土
し
た
。
木

簡
は
第
二
五
号
遺
構
の
井
戸
側
の
板
材
、
第
二
七
号
遺
構
出
土
の
板
材
で
あ
る
。

他
に
第
二
九
号
遺
構
出
土
の
桶
蓋
に
焼
印

（文
字
は

「改
」
と

「○
」。
径

一
一

〇
剛
厚
一
〇
り

が
見
ら
れ
る
。

第
二
五
号
遺
構
は
掘
形
径
約
五
ｍ
の
大
型
の
掘
り
抜
き
井
戸
で
、
深
さ
は
約

五
ｍ
ま
で
確
認
し
た
。
井
戸
側
は
径
約

一
ｍ

の
円
形
桶
組
を
三
段
ほ
ど
重
ね
た
も
の
で
あ

る
。
な
お
検
出
さ
れ
た
上
か
ら

一
段
目
は
、

確
認
面
か
ら
判
断
す
れ
ば
本
来
の
地
下
埋
設

部
の
一
段
目
と
想
定
さ
れ
る
。
廃
棄
年
代
の

下
限
が

一
九
世
紀
初
頭
と
推
定
さ
れ
、
使
用

日

日

日

川

日

日

(東京東北部)

桶蓋の焼印



2003年出土の木簡

年
代
は

一
人
世
紀
後
半
頃
で
あ
ろ
う
。
第
二
七
号
遺
構
と
第
二
九
号
遺
構
は
、

池
跡
に
近
接
す
る
皿
状
の
楕
円
形
土
坑
で
あ
り
、
長
径

一
―
二
ｍ
と
推
測
さ
れ

る
。
第
二
九
号
遺
構
に
は
多
数
の
箸
や
箆

・
待
な
ど
の
木
製
品
、
貝
殻
、
陶
磁

器
な
ど
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
各
遺
構
の
廃
棄
年
代
は
第
二
七
号
遺
構
が

一
人

世
紀
中
葉
頃
、
第
二
九
号
遺
構
が

一
人
世
紀
初
頭
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
池

跡
周
囲
に
は
他
に
も
類
似
し
た
土
坑
が
あ
り
、
獣
骨

。
魚
骨

・
貝
類

（
ハ
マ
グ

リ
な
ど
）
や
多
数
の
木
製
品
な
ど
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

「宴
会
」

料
理
や
道
具
を
ゴ
ミ
と
し
て
片
付
け
た
跡
と
も
想
像
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

第
二
五
号
遺
構

ω

　

「□
□
」
　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

岸いｏ嚢

Ｐや実
溜

嵐
Ｐ

②

　

「
六
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ伽ｏ泉
溜
溢
ｏ
ｏ蹴

０

　

「
□
□
〓
狙
［田
］
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
伽
卜
〇
〉〈
Ｐ
∞
〇
〉〈
伽
〇
　
　
〇
〇
Ｐ

第
二
七
号
遺
構

ぃ
　
。
「
（目
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

。
「［日日日日日日日日日日日日‐‐
日日日日日日日‐‐日日日日日］」　　　　　　　　　　　　　　Ю卜∞×
∞〇
〉〈りｏ　　ｏドＰ

⑪
ｌ
Ｏ
は
井
戸
側
の
板
材
で
あ
る
。
ω
②
は
上
か
ら

一
段
日
、
①
は
二
段
目

に
あ
た
り
、
①
②
は
隣
り
合
わ
せ
で
、
い
の
左
に
②
が
位
置
し
、
①
②
の
文
字

が
①
の
二
行
分
と
対
応
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
墨
書
は
い
ず
れ
も
外
面
の
上
部

に
み
ら
れ
る
が
、
他
の
都
材
で
は
、
外
面
及
び
側
面
に
は
基
本
的
に
墨
で
黒
く

塗
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
墨
書
が
み
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
墨
痕
が
点
在
し
て
い

る
も
の
は
、
文
字
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
、
外
面
の
上
端
に
は

「
（
」
か
と
思

わ
れ
る
墨
書
も
み
え
る
。
他
の
部
材
に
も
か
な
り
墨
痕
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

墨
書
の
あ
る
板
材
は
三
点
以
上
の
可
能
性
が
あ
る
。
文
字
は
や
や
薄
れ
て
お
り

読
解
し
難
い
が
、
浅
草
芝
崎
町
遺
跡
な
ど
の
出
土
例
に
見
ら
れ
る
如
く
、
外
面

の
数
字
は
井
戸
側
の
段
数
を
示
す
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
側
面
の
墨
書
は
継

ぎ
合
わ
せ
る
時
の
目
印

「合
印
」
で
あ
ろ
う
か

（本
誌
第
二
二
号
）。
②
の

「六
」
及
び
①
の

「五
」
が
段
数
を
示
す
と
す
れ
ば
下
か
ら
の
段
数
と
思
わ
れ
、

そ
の
場
合
に
は
本
遺
構
の
井
戸
側
は
六
段
重
ね
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
は
両
面
に
墨
書
が
見
ら
れ
る
。
目
印
が
商
標
な
ら
ば
、
こ
の
面
が
表
で
あ

る
①
よ
っ
て
こ
の
板
材
は
何
ら
か
の
札
と
も
思
わ
れ
る
が
、
両
面
と
も
に
摩
減

と
擦
痕
が
あ
り
、
特
に
中
央
部
は
読
解
し
難
い
。
擦
痕
な
ど
が
激
し
い
の
は
こ

の
板
材
が
俎
板
に
転
用
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
第
二
七
号
遺
構
と
第
二
九

号
遺
構
の
遺
物
が
宴
会
に
関
わ
る
と
す
れ
ば
、
い
や
桶
蓋
は
そ
の
時
に
用
意
さ

れ
た
食
品
な
ど
の
付
札
や
容
器
と
も
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

台
東
区
文
化
財
調
査
会

『竜
泉
寺
町
遺
跡
』
全
一〇
〇
四
年
）

（小
俣

悟
）
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